
体験活動推進コーディネーター紹介

所属団体・

役職

対応地域

専門分野

主な経歴・

資格

大久保 大助

特定非営利活動法人 KID's work

代表理事

（2014年）内閣府「子どもと家

族・若者応援団表彰」内閣府特

命担当大臣賞受賞

（2015年）文部科学省「日独青

少年指導者セミナー」派遣団員

キャンプディレクター1級

（日本キャンプ協会）

北九州/筑豊

自然体験、生活体験、プロジェ

クト型活動、ボランティア養成、

その他（小学生を対象とした体

験活動全般）

支援内容 ◆子どもたちの「考える力」「決める力」「行動する力」を育むことを目的と

して、キャンプ（長期/短期・防災などの目的別）、野外活動や通学合宿など

子どもの体験活動の企画全般をお手伝いします。 

◆こうした事業の卒業生（中高生）に対してキャンプスタッフとして研修を行

い、活動の企画立案や運営をしてもらうことを通して、次世代育成を行います。

（公社）福岡県青少年育成県民会議

おおくぼ     だいすけ

URL・SNS https://kidswork.jp/

https://kidswork.jp/


事 業 名 にれの木坂交通安全ワークショップ
実施時期 2023年3月～7月（全5回）
対 象 小学生4～6年生 約10名
内 容 にれの木坂団地内の交通安全について実地調査を行い学び、考え、

その成果を道路標示として町内の必要なところに設置する
1回目：オリエンテーション/交通安全について
2日目：現地調査をする
3回目：にれの木坂団地のあぶないところMAPをつくる
4回目：道路標示のデザインを考える
5回目：道路標示を書いてみる

関係団体 にれの木坂団地（北九州市小倉南区）/ 小倉南区役所コミュニティ支援課
吉田市民センター / 小倉南区まちづくり整備課 / 小倉南区警察署 / 小倉東高校

コーディネーターとしては、ワークショップ全体の構想を考え、それをまとめ関係団体の
みなさんに共有することからはじまりました。

また、各回の事業後に町内会長さんや市民センター館長さんと打ち合わせを繰り返し、
事業の進め方の調整を行いました。

1、2回目に小倉南区警察署、4回目の講師にまちづくり整備課の担当者の方にそれぞれ
講師として立っていただきました。

５回目は、市民センターの敷地内にあるアスファルトの部分にチョークで子どもたちが
それぞれデザインした道路標示を書きました。

ワークショップは5回で終わったのですが、これをどのように具体に落としていくのか？
またそのプロセスをどのように子どもたちといっしょにやっていくか？
こうした点も引き続きコーディネーターの立場で関わっています。

コーディネーター事例

コメント

（公社）福岡県青少年育成県民会議
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所属団体・

役職

対応地域

専門分野

主な経歴・資格

秋葉 祐三子

特定非営利活動法人あそびとまなび研究所

理事長

○全国体験活動指導者認定委員会 自然体験活動部会 
 自然体験活動指導者（NEAL リーダー）
○公益社団法人日本シェアリングネイチャーゲーム協会 
 ネイチャーゲームリーダー
○河川環境管理財団 プロジェクトWET エデュケーター
○一般財団法人公園財団 
 Growing Up WILD シニアエデュケーター

プロジェクトWILD “Bird” エデュケーター
○NPO 法人こころの子育てインターねっと関西 NPファシリテーター
○NPO法人子育てひろば全国連絡協議会地域子育て支援士一種

○民生委員（2011-2019） 保護司（2017-）

福岡／主に北九州周辺 県内全域

農学部出身で当時の専門は昆虫生態学と蜘蛛・微生物生態学。

35年前に環境教育の先駆けを学ぶ。自然観察会フィールドワー

ク、竹や森の活動、海や川の水辺の活動など身近な自然の中で

遊びながら学ぶ活動を継続。自然体験、食育、科学体験、異世

代交流、ボランティア養成など「子ども達と現場で活動を通じ

て学ぶ」を基本に活動。

職業として、食品や流通、教育コンテンツ作成などの経歴があ

り、子ども食堂や食ロス削減、コンポスト、海岸清掃などを、

遊び心たっぷりに継続。大学内にある活動拠点[ひびきのbase]

において学習支援、居場所づくり。

最近の関心事は、「子どもフォーススペース」「婚活」「育休

おやじレスキュー」「ニートリーダー育成とその活用」。

団体全体が、「リケジョ」集団で、活動のアプローチはかなり

学祭的。未来の科学者教室、など0歳から、あらゆる取り組み

の中に理系的思考や体験を散りばめて活動している。

支援内容 ◆0歳からの環境教育、SDGs「みちくさ」、

多世代での自然体験活動などの企画（事前準備や指

導者、ボランティアスタッフ育成なども含む）

なるべく通年とぎれることなく、多様な参加者と活

動を継続することが原則。

◆「乳幼児フリースペースとサークル活動」「読み

聞かせ」「子供食堂」「フードパントリー」「自然

遊び」「親子育ち講座」「コンポストチャレンジ

WS」「ビーチクリーン」など小さいけれど、しっか

り続く、子供たちとともに親も一緒に楽しむ活動を

指導、企画。

（公社）福岡県青少年育成県民会議

あきば ゆみこ

URL・SNS https://www.asobitomanabi.org/



事 業 名 令和４・５年度 北九州市子ども食堂開設促進事業(北九州市子ども家庭局子育て支援課委託事業）
令和5年度 NPO法人との協働によるプレーパークの実施（ 〃 青少年課）
未来の種事業 家庭教育学級他地域要望実現支援（北九州市市民文化スポーツ局生涯学習課 ）
NPO活動体験プログラムボランティア受け入れ支援（北九州市市民文化スポーツ局市民活動推進課）

プログラム事例として
防災とフードリサイクルクッキング講座（親子、中高生、一般）
フードドライブとフードパントリー実施体験講座（高校生向けのシリーズ事業実施）
竹１００％コンポスト体験講座 （導入ワークショップからポスター作成、発表指導）
里山探検隊 竹取物語編
みちくさたんけんたい Growing up WILD 自然の中でフィールドワークをしよう
おえかきくらぶ 水彩画制作教室 自然物を描き展示、共有しよう
通学合宿、自然体験活動プログラムの実施（団体キャンプのコーディネートなど）
うんどうあそびばをつくろう 運動や外遊びが苦手な子どもや若者のためのリハビリプログラム
里山や里海で指揮を通じて外遊びをする活動 繰り返し訪れるふるさと体験活動

子供参加者、親子参加者、中高生から、大人までのボランティアスタッフ養成
乳幼児フリースペース おそとあそび支援 チームビルディングや運営支援など

乳幼児を親と外へ出す、お父さんと一緒に外、や育休中のパパ向け企画は非常に
おすすめです。実際には、おばあちゃんと子供、というセットも多数見受けます。
子ども達の育ちに必須の自然の中で自由に遊ぶ、子どものサンマ「時間・空間・
仲間」を補償し、ともにある大人や若者も育ち直しの機会を生み出します。
乳幼児が対象の場合は、相談支援とセット、のような形も有効。親の不安改善と
安定を活動を通じて図っていくことが子供の安心・安全につながります。

コーディネーター事例

コメント

（公社）福岡県青少年育成県民会議



活動案内事例

もじ海里海探検隊
体験格差解消事業

コーディネーター事例

（公社）福岡県青少年育成県民会議

北九州市青少年課発行キッ
ズチャレンジ（夏・冬）掲載

市中全小学校へ配布

あそけんのHPをご覧いただ
くとほとんどの活動は出前可
能です。フィールドやスタッフ
に合わせて活動を組み立て
ます。

視察も随時受け入れていま
す。

ボランティアスタッフ希望の
学生など、支援者研修も随
時実施。



コーディネーター事例

（公社）福岡県青少年育成県民会議

活動案内事例

あそけん
ミニプレイパーク
もじプレパ はらっぱプレパ 2023

みちくさひろば
乳幼児 屋外フリースペース
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深山  翔平

一般社団法人TJC教育サポート

代表理事

・幼、小、中、高教員免許

・社会教育主事任用資格

・福岡県魁大会基調講演講師

・未来の地域リーダープログラム

コーディネーター（全４地域）

筑後地域、福岡地域

その他地域（福岡県内）は要相談

自然体験、交流目的、ボラン

ティア養成、アドベンチャープ

ログラム、リーダーシップ、コ

ミュニケーション

支援内容 ◆自然体験はもちろん、リーダーシップやコミュニケーションなどこれからの

社会で必要な力を養うプログラムを企画、立案、運営いたします。

◆続いていくプログラムにするためのボランティア育成指導、教材の提供など

も行います。

（公社）福岡県青少年育成県民会議

ふかやま しょうへい

URL・SNS https://tjc-es.org



事 業 名 未来の地域リーダー育成プログラム （嘉飯桂地域、南筑後地域、直鞍地域、京築地域）
実施時期 ２０２３年８月～１２月（全５日×４地域）
対 象 中学生 約１０～５０名
内 容

各市町村で未来を担う中学生たちが、各地の著名人を講和を聞いたり、体験活動をしたり
して、自分たちの地域について深く考え、問題解決能力を培っていく。その中で、リー
ダーシップの講義やアドベンチャープログラムを担当し、全体のコーディネートを行った。
１日目：アイスブレイク、講義
２～４日目：体験活動、講義、グループワーク
５日目：グループ発表、個人目標発表

関係団体 福岡県青少年育成課/各市町村生涯学習課等/各中学校/

コーディネーター事例

コメント

（公社）福岡県青少年育成県民会議

これまでに、市町村行政、学校、子ども会、体験活動施設、企業等、それぞれの要望に合わせて内
容をコーディネートし、成果に結びつけてきました。目的がハッキリとしていない場合でも、お話を
お聞きしながら一緒によりよい内容を作り上げていくことには自信がありますのでぜひお気軽にご相
談いただけたらと思います。企画、立案、運営等、どこまでをお手伝いするかなども各市町村様の実
態に合わせてご相談いただけます。

自団体で行っているさまざまな種類の体験活動（自然体験、防災キャンプ、マネーキャンプ、リー
ダーシップキャンプetc.）もありますが、企業研修などを行っている実績を踏まえ、体験型の研修も得
意としていますので、ボランティアスタッフの養成等でもお役に立てることがあるかと思います。ぜ
ひ、これからの社会に必要な力を子どもたちや大人たちに身に付けてもらえるよう一緒に頑張らせて
いただけたらと思います。
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山下 徹朗

一般社団法人TJC教育サポート

福岡県小学校教員

全国小学校理科研究大会授業者

小中教員免許、子ども体験活動

指導者、WMTC野外救急資格、

TAP指導者講習修了、目標達成

メソッド認定講師

福岡県全域（要相談）

アドベンチャー教育、自然体験、

科学体験、交流目的、ボランティ

ア養成、その他（リーダーシップ、

コミュニケーションなど）

支援内容 ◆体験活動を通して、子どもたちが目的に応じて成長を実感できるような

「教育効果」がある企画をお手伝いします。 

◆楽しい+αの「教育効果」を仕組むことで、参加者やボランティアスタッフ

に「生きる力」や「地域の次世代」などの人材育成を行います。

（公社）福岡県青少年育成県民会議

やました てつろう

URL・SNS https://tjc-es.org

理事



事 業 名 直鞍地域未来の地域リーダー育成プログラム（ちょっくら 未来づくりラボ）
実施時期 2023年8月（全3回）
対 象 中学生 約10名 （直方、宮若、小竹、鞍手の中学生）
内 容 講義や見学、体験を通じた学習により、直鞍地域の魅力を知ることで、

子どもの地域への愛着と誇りを深め、直鞍地域の将来を担う人材を育成する
1回目：オリエンテーション・グループワーク

  福岡県立小竹高等技術専門校による職業訓練の体験、講義・ふりかえりワーク
2回目：アドベンチャープログラム

  株式会社石橋製作所による講義・ふりかえりワーク
  JAMドローンスクール福岡によるドローン体験、講義・ふりかえりワーク

3回目：大和ハウス工業株式会社九州工場による体験、講義・ふりかえりワーク
  グループワーク、成果報告、グループ・個人発表

関係団体 ユメニティのおがた/福岡県立小竹高等技術専門校/ JAMドローンスクール福岡
大和ハウス工業株式会社九州工場/株式会社石橋製作所
福岡県庁青少年育成課/福岡県教育委員会/北九州教育事務所
直方市教育委員会文化・スポーツ推進課/宮若市秘書政策課、教育委員会社会教育課
小竹町教育委員会教育課/鞍手町教育委員会教育課

「教育効果」を視覚化して分析・共有できるように事業の始めと終わりでアンケートを実施しました。
今回の事業を通して、「コミュニケーション力」「目標達成力」の向上が確認できました。
その要因として、主に「アドベンチャープログラムをしたことによるお互いの中の深まり」「体験を
通して学んだことを短い時間の中で発表するという目標が共通理解でき達成できていたこと」があげ
られました。また、関係団体さんと事業目的・内容を確認し、それに沿った教育的支援やファシリ
テートを行っていったため、様々な体験活動を通して学びを提供することができました。

コーディネーター事例

コメント

（公社）福岡県青少年育成県民会議



体験活動推進コーディネーター紹介

所属団体・

役職

対応地域

専門分野

主な経歴・

資格

古賀 彩子

一般社団法人 PLAY FUKUOKA

代表理事 ・プレイワーカー

(1983年)財団法人プレースクール協会プレイワーカー着任

(2004年)福岡を拠点に中間支援団体としてスタート

(2012年) PLAY FUKUOKAと改称
(2009年～2023年)福岡市放課後等の遊び場づくり事業「わ
いわい広場」検討委員および推進委員として取り組みに参
加。
(2023年)福岡県体験活動推進コーディネータ着任

福岡県内外の、遊び場づくり•プレイパークのサポートお

よび、子育て支援、プレイワーカー育成事業に取り組む。

福岡/北九州/北筑後/南筑後/筑豊

・子育て支援

・プレイワーク研修

・遊び場づくり

・子どもの居場所づくり

支援内容 ◆「遊びの本質・重要性を伝える」保護者や保育者や地域の方へ、子どもの育ちと現代の問題、生きる上で

必要不可欠な遊びを、研修や実践を通じて理解を深める学びの機会を企画します。

◆ 「人を育てる」子どもに関わる学生や支援者を育成し、地域の遊び場・子どもの居場所の担い手へとつ

ながる仕組みづくりのお手伝いをします。

◆ 「場をつくる」遊び場づくり・子どもの居場所づくりに取り組みたい個人・団体に対し、環境づくりの

考案、子どもとの関わり方、企画のアドバイス等、実施・運営の支援を行います。

（公社）福岡県青少年育成県民会議

こが   あやこ

URL・SNS https://www.playfukuoka.net



事 業 名 遊びで育つ子どもの心と体「プレイワーク研修会」
実施時期 2023年10月（全3回）
対 象 地域で子どもに関わる全ての方 約40名
内 容 子どもの育ちに重点をおき、遊びの意義や重要性、リスクマネジメント、

遊び場づくり・子どもの居場所づくり（プレイパーク）の実践まで
幅広く学び合います。

・第１回 『プレイワークの基礎・遊びの意義と重要性』
・第２回 『リスクマネジメント・危ないとの付き合い方』
・第３回 『遊び場づくり・居場所づくり（プレイパーク）実践』

関係団体 柳川市 / 子育て支援施設「このゆびとまれ」

コーディネーター事例

コメント

（公社）福岡県青少年育成県民会議

中間支援コーディネーターとして、子どもに関わる支援者に対し、福岡県内外様々な地域で同様の
「プレイワーク研修会」を開催してきました。地域や場所、対象者に応じた講座全体の構成や内容を
支援者と共に調整段階から打合せを繰り返しながら実施へと導き、開催後も支援者の活動が持続でき
るように、継続した支援者支援を行っています。

柳川市では、「ハードだけでなく『遊び』を大切にする人を育みたいという」子育て支援者の声を

街が受け「プレイワーク研修会」を開催。遊びの意義や重要性を理解した上で「実践・遊び場づく
り・居場所づくり（プレイパーク） 」を実施しました。市の事業として動き出したことで、街に点
在していた志ある人や場が、講座によって集い、つながり、遊び場が街づくりの一つになろうとして
います。講座をきっかけに、子育て中の保護者に向けた地域の幼稚園での研修会開催など、まち全体
に広がりを見せています。＊プレイワークとは：子どもが遊ぶことに関わる大人のあり方についての専門分野のこと。仕事として従事する

人は、世界的にも 「プレイワーカー」という名称で呼ば れています。



体験活動推進コーディネーター紹介

所属団体・

役職

対応地域

専門分野

主な経歴・

資格

大木 聡美

特定非営利活動法人Wing-Wing

代表理事

映像制作、音楽事業、イベント

企画制作の仕事を経て出産を

機に育児サークル設立。2014年

に法人化。

福岡/北九州／北筑後／南筑後／

※京築・筑豊は要相談

自然体験、科学体験、文化芸術、

交流目的、職場体験、その他（運

動。取材体験。幼児～中学生向け

体験全般。子育て支援）

支援内容
◆子ども向け、保護者向けのイベント企画、運営相談
◆広報、SNSを活用した周知活動サポート
◆広報紙やチラシ、ホームページ、YouTubeなどの制作相談
◆対面とオンラインのハイブリッドでの活動をサポート
◆講師紹介

（公社）福岡県青少年育成県民会議

おおき さとみ

URL・SNS wing-wing.org      kidspress.net



事  業  名 花育・農育
実施時期 2012年～
対 象 保育園／児童会館
内 容 ・野菜の栽培、収穫体験

・フラワーアレンジメント
関係団体 JA宮崎経済連

コーディネーター事例

コメント

（公社）福岡県青少年育成県民会議

事  業  名 公民館向け講座
実施時期 2019年～
対 象 地域住民（子ども、子育て世帯）
内 容 ・防災キャンプ講座

・音読／作文／リポート体験講座
・地域の人たちを取材しよう
・料理教室
・音楽、絵画、工作、ボードゲームなど

関係団体 福岡市内公民館

NPO法人WingWingでは子ども達がたくさんの体験をし、地域社会と関わることで明るく未来を開拓

していくことを目指し活動しています。地域に見守られながら社会を知り、人間関係を学び、安心して新しい挑
戦に挑み、成長できる場を作っていきます。

映像制作を通じて広報に関わっていた経験と、イベント制作に従事していた経験を活かし、子ども達への体験
活動の立案、広報、運営をお手伝いさせて頂ければと思います。



◆実施したい体験活動の相談や、プログラムを委託する実施団体との企画から

実施までをスムーズにより効果的に行える様にサポートします。

体験活動推進コーディネーター紹介

所属団体・

役職

対応地域

専門分野

主な経歴・

資格

永尾 貴巳

自然学校 Blue Ship Wild Adventure

代表

全国自然体験活動指導者NEAL、看護師、災

害支援ナース、救急法赤十字ライフサポー

ターのライセンスを有する。年間に30回の

自然体験プログラムを企画実施。災害支援

活動、環境保全活動、講演活動を行う。福

岡県築上町と共催で防災キャンプを企画実

施。自然体験講師、防災キャンプ講師。

北九州／京築 / 他、要相談

自然体験、交流目的、社会奉仕

体験、ボランティア養成、

その他（防災アウトドア体験、

発達障がいをもつ子どもたちへ

の自然体験サポート、講演）

支援内容

（公社）福岡県青少年育成県民会議

ながお     たかみ

URL・SNS Facebook: Blue Ship Wild Adventure / instagram: blueship_adventure



事 業 名 TUNAGARU CAMP ～自然体験と防災キャンプ～
実施時期 2023年５月～12月（全３回）
対 象 築上町町民及び京築住民の小中学生とその家族 約２０名
内 容 自然体験と防災キャンプのプログラムを企画、目的、効果が得られ様に3回シリーズで開催

1回目 キャンプや自然体験が初めてな方も参加しやすい日帰りキャンプを公園で開催
2回目 町営キャンプ場にて2泊3日のサマーキャンプを開催

 3回目 町営の公園にて１泊２日の防災キャンプを開催

関係団体 築上町役場総務課 / メタセの杜 / 築上町社会福祉協議会 / 牧の原キャンプ場 /
消防 / 陸上自衛隊

コーディネーターとして、子どもたちを取り巻く環境が時代と共に変わってゆく中で、未来を担う子
どもたちにとって今、自然体験や実体験を通じて豊かな心や生きる力を育むことの大切さ伝え、継続
的な事業としての必要性を町長や職員の方とお話ししました。担当者とミーティングを行い、事業を
企画実施できるマンパワーや予算の状況、どんな体験活動を実施したいか等の聞き取りを行いました。
市町村の地域、自然、文化、資源でどのよう自然体験プログラムができるかリサーチを行い何ができ
るかを考えました。ファミリーで楽しめる沢登りコースを開拓し、町の里山の文化に触れるワーク
ショップを提案しました。実施後に担当者と振り返りを行い課題へのアドバイスや解決を行いました。
今の現状でも無理なく体験プログラムが実施出来るようアドバイスや委託する実施団体と繋ぎ、企画
から実施までスムースにより効果的に実施できる様に調整やアドバイスやサポートを行いまます。

コーディネーター事例

コメント

（公社）福岡県青少年育成県民会議



体験活動推進コーディネーター紹介

所属団体・

役職

対応地域

専門分野

主な経歴・

資格

稲冨 京子

自然学校 Blue Ship Wild Adventure

代表補佐

ハーブ園勤務時代より自然体験と福祉現場を

つなげる活動を始める。その後社会福祉士取

得。福祉の知識を生かしながら心豊かな自然

体験活動の場を提供している。

社会福祉士・DWAT(災害支援福祉チーム)所属

ハーバルセラピスト、園芸福祉士

救急法赤十字ライフサポーター

北九州／京築

自然体験、交流目的、社会奉仕

体験、ボランティア養成、

その他（自然体験における発達

障がい児のサポート、防災アウ

トドア体験）

支援内容 ◆自然学校 Blue Ship Wild Adventureでは専門知識を生かし、障がいのある子

どもさん・保護者の方が安心して参加できる自然体験活動をお手伝いします。

（公社）福岡県青少年育成県民会議

いなとみ きょうこ

URL・SNS Facebook: Blue Ship Wild Adventure / Instagram: blueship_adventure



事 業 名 TUNAGARU CAMP～自然体験と防災キャンプ～
実施時期 2023年5月～12月（全3回）
対 象 築上町民および京築在住の小・中学生とその家族 約20名
内 容 自然体験の知識を学び、いざという時に役立つ技術を身につけ、日常の防災、災害時に

生かす
テント設営・テント生活体験、火起こし体験・アウトドア調理、森のトレッキング(災害時
のデコボコ道を歩く体験となる）、沢登り(ライフジャケット着用、水辺の危険から命を守
る知識）、防災講話(実際の災害支援現場の話を通して「災害が起きたとき」「日頃の備え
や生きる大切さ」「家族の繋がり」について学ぶ）

関係団体 築上町役場総務課/メタセの杜/牧の原キャンプ場

ここ数年の間で社会の様相が変わり、実際(リアル)に人と会い接する機会の大切さを感じています。
コーディネーターとして、まず地域住民の方に自分達が暮らす地域の豊かな自然について知ってもら
いたい、そしてみんなで共に非日常の体験をし、助け合い、感動を分かち合う場を提供したいと考え
ました。森や川、夏の暑さや冬の寒さなどの自然環境の豊かさと厳しさを知ることで、毎年起こる自
然災害から身を守る技術また家族で防災について考えるきっかけになるプログラムを提案しました。
プログラムには発達障がいのある子どもさんも複数名参加され、子どもさんも保護者の方も安心安全
に活動に参加できるように必要な配慮を行い、自分で考えて行動する力、「やってみたい！」と挑戦
する気持ちや「できた！」という自信を育む経験を大切にしながらプログラムを行いました。

コーディネーター事例

コメント

（公社）福岡県青少年育成県民会議
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